Influence of Helper’s reaction on Seeker’s Evaluations of Help and Help-Seeking Intentions by 齊藤, 翔悟 & 永井, 智
― 67 ―
援助要請における援助者の応答が援助評価と 
援助要請意図に与える影響
齊　藤　翔　悟＊１ ・ 永　井　　　智＊２
Influence of Helper’s reaction on Seeker’s Evaluations of 
Help and Help-Seeking Intentions
SAITO Shogo and NAGAI Satoru
Abstract
　The  present  study  investigated  the  relation  between  helper’s  reaction,  seeker’s  evaluation  of  help,  and  help-seeking 
intention.  Participants  comprised  university  students （N = 349）  who  completed  a  questionnaire.  The  results  obtained 
through structural equation modeling indicated that （a） the helper’s positive reaction was related to positive evaluations of 
help, （b） the helper’s negative reaction was related to both positive and negative evaluations of help, （c） the seeker’s posi-
tive evaluations of help were related to the help-seeking intention, and （d） the helper’s positive reaction was related to the 
help-seeking intention.
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問題と目的
　悩みを抱えた際に、周囲の友人や親、専門家に相談することは問題を解決するための一方略であると考えられる。他
者に援助を求めることによって、独力では思いつかなかった解決の方略を思いついたり、他者からの情緒的サポートを
得ることができたりするなど、問題状況の改善につながると考えられる。しかし一方で、援助を求めたにもかかわらず
十分な援助が得られなかったり、逆に否定的な応答をされたりすることで、問題にどのように対処すべきかわからなく
なり、かえって問題が悪化することも考えられる。このような出来事は、単にその問題状況を悪化させるだけでなく、
その後新たな問題に直面した際に、他者に援助を求めることをためらわせるような結果をもたらす可能性がある（高木，
1997）。つまり、ある者が他者に援助を求め、その後どのような援助が提供されたかによって、その後の援助要請意図が
変容する可能性が考えられる。しかし、具体的にどのような援助過程が、悩みを相談することに対する意欲を変容させ
るかについて十分明らかになっているわけではない。そのため、本研究では、援助要請に際して起こる援助の過程が、
その後の援助要請意図の変化に与える影響を明らかにすることを目的とする。
　他者に援助を求める行動は、主に援助要請行動の観点から研究がなされている。援助要請とは、「個人が問題の解決の
必要性があり、もし他者が時間、労力、ある種の資源を費やしてくれるなら問題が解決、軽減するようなもので、その
必要のある個人がその他者に対して直接的に援助を要請する行動（Depaulo,  1983）」と定義されている。そこで本研究
においても、悩みを相談することを、援助要請行動の観点から捉えていくことにする。
　先行研究によれば、援助要請過程は、援助を受けた段階で終了するのではなく、援助が行われた後に援助要請者自身
が提供された援助について評価を行う段階が存在することが指摘されている（高木，1997）。このような援助に対する評
価は援助評価と呼ばれ、「援助を提供されたときやその後に行われる、他者から提供された援助が自分自身に与えた影響
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に対する認知的評価（本田 ・ 石隈，２008）」と定義される。援助評価は具体的には、問題解決の程度と自尊感情への影響
の ２ つの次元から構成される（本田 ・ 石隈，２008，高木，1997）。問題解決の程度とは、提供された援助によって問題状
況がどの程度解決され、緩和されたかという側面であり、自尊感情への影響とは、援助によってどの程度自尊感情が傷
ついたかという側面である（高木，1997）。
　援助要請後の援助要請意図の増減には、この援助評価が影響することが指摘されている（高木，1997）。しかしこれま
で、援助評価がその後の援助要請意図の変化に及ぼす影響を検討した研究は行われていない。そこで、本研究では援助
要請後の援助要請意図の変化のメカニズムを明らかにするために援助評価に着目する。
　また、援助を受けることが援助要請者におよぼす影響は、問題の統制可能性や援助者によって異なることが報告され
ている（西川 ・ 高木，1990）。しかし、これまで個人のなかで変容の可能性のある変数については十分に検討されていな
い。変容の可能性がある変数を検討することは、援助過程に介入することを考える上で有効であると考えられる。そこ
で本研究では、援助評価に影響を及ぼす変数として「援助者の応答」に着目する。例えば、援助要請が受け入れられた
としても、援助者の応答が援助要請者の考えを否定するものであれば、仮に問題が解決した場合でも援助評価は否定的
なものになると考えられる。一方で、問題が解決しなかったとしても、援助者の応答が援助要請者の考えを肯定してく
れるものであれば、援助評価は肯定的なものになると考えられる。
　しかしながら、援助者の応答が援助評価にどのような影響を及ぼすかを検討した研究はこれまで行われてきていない。
そのため、この変数が援助評価に与える影響を検討することは、援助要請意図の変化のメカニズムを明らかにする上で
有用だと考えられる。そこで、本研究では、援助要請における援助者の応答が援助評価にどのような影響を及ぼすか、
また、援助評価がその後の援助要請意図の変化にどのように影響するかを検討する。
　また援助要請行動や援助評価には、従来から関連が指摘されている変数が多く存在する。その中で最もよく扱われる
変数は性別である。これまで多くの援助要請研究において性差が検討されており、男性に比べて女性の方が援助要請を
行いやすいことが報告されている（水野 ・ 石隈，1999）。次の変数は、悩みの深刻さである。悩みの深刻さは、援助要請
と正の関連を持つことが示されており（水野 ・ 石隈，1999）、また援助評価とも正の関連を持つことが示されている（本
田 ・ 新井 ・ 石隈，２008；本田 ・ 石隈 ・ 新井，２009）。最後の変数は、自尊感情である。自尊感情と援助要請との関係は、
従来から検討されている（水野 ・ 石隈，1999）。また、援助評価においても、自尊感情と関連することが明らかになって
いる（本田 ・ 石隈，２008）。以上の変数は、援助者の応答および援助要請意図の変化にも影響する可能性が考えられる。
そこで本研究は、性別、悩み、自尊感情が援助者の応答および援助要請意図の変化におよぼす影響を併せて検討する。
　以上のことから本研究では、性別、悩み、自尊感情を考慮した上で、援助要請における援助者の応答が援助評価に与
える影響、および援助評価がその後の援助要請意図に与える影響を検討することを目的とする。
方　法
調査手続きと調査対象者
　調査は、２013年11月に関東地方の ４ 年制大学の大学生計39４名を対象に実施された。質問紙のフェイスシートには、匿
名性が保証されること、回答が任意であり、協力しないことによる不利益は一切ないことが明記された。また、調査対
象者のうち、回答に不備のあった４9名は除外した。そのため、3４3名（男性1２9名，女性２1４名）分のデータを有効回答と
した（有効回答率は、87.06％）。
質問紙の構成
　悩みの有無　過去一年間に悩みを抱えた経験の有無を尋ねた。「はい」と「いいえ」の ２ 件法で回答を求めた。
　相談の有無　これまでに友人、家族、専門家、その他に相談した経験の有無を尋ねた。「はい」と「いいえ」の ２ 件法
で回答を求めた。
　悩みの相談状況　過去一年間に最も深刻な悩みを相談した場面を想起してもらうために、以下の ４ つを尋ねた。①相
談相手：「友人」「家族」「恋人」「専門家」「その他」から択一式で回答を求めた。②悩みの内容：悩みの領域を木村 ・ 水
野（２00４）を参考に「対人関係」「性格 ・ 外見」「進路 ・ 将来」「恋愛 ・ 異性」「健康」「学力 ・ 能力」の 6 領域を取り上
げ、択一式で回答を求めた。③悩みの深刻さ：「その悩みはあなたにとってどのくらい深刻な悩みでしたか？あてはまる
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もの一つに○をつけて下さい。」という教示のもと、「 1 ：深刻ではなかった」～「非常に深刻だった」の ５ 件法で回答
を求めた。④相談した時期：「その相談をしたのはどのくらい前のことですか？○日、○週間、○ヶ月などで答えてくだ
さい。」と教示し、「約　　前」と書かれたスペースに数字の記入するように求めた。
　援助者の応答　永井 ・ 新井（２007）の相談行動の利益 ・ コスト尺度の下位尺度であるポジティブな効果と否定的応答
の1４項目を用いた。本来、この尺度は仮に悩みを持った場合にどの程度援助を求めるかを問う尺度である。そこで本研
究では、実際に相談をした際に受けた援助について想起してもらうことから、次のように教示を変更した。「あなたがそ
の悩みを相談したときのことを振り返って下さい。あなたがその悩みを相談したとき、相手は次の反応をどの程度しま
したか？あてはまる数字一つに○をつけて下さい。」と教示をし、「 1 ：あてはまらない」～「 ５ ：あてはまる」の ５ 件
法で回答を求めた。
　援助要請意図の変化　援助要請後の援助要請意図の変化を尋ねた。「相談したいという気持ちはその相談の前後で変化
しましたか？あてはまるもの一つに○をつけて下さい。」と教示し、「 1 ：相談したくなった」～「 ５ ：相談したくなっ
た」の ５ 件法で回答を求めた。
　援助評価　本田 ・ 石隈（２008）の援助評価尺度の２3項目を用いた。「あなたがその悩みを相談したときのことを振り
返ってみて下さい。あなたがその悩みを相談したときやその後で、次のことをどの程度思ったり考えたりしましたか？
あてはまる数字一つに○をつけて下さい。」と教示し、「 1 ：あてはまらない」～「 ４ ：あてはまる」の ４ 件法で回答を
求めた。
　自尊感情　Rosenberg（196５）による自尊感情尺度の邦訳版（山本 ・ 松井 ・ 山成，198２）を用いた。「少なくとも人並
みには価値のある人間である」「色々な良い素質を持っている」など、全10項目を用い、「 1：当てはまらない」～「 ５：
当てはまる」の ５ 件法で回答を求めた。
結　果
　分析対象者のうち、過去一年間に悩みを経験した者は317名（男性116名，女性２01名）であり、相談をした者は２５４名
（男性81名，女性173名，平均年齢２0.30歳±２.97歳）であった。
　まず、悩みの有無に性差があるか検討するために、χ ２ 検定を行った（Table 1 ）。その結果、性別による有意な差は
認められなかった（χ２ =1.8４, n.s.）。次に、相談の有無に性差があるか検討するために、同様にχ２ 検定を行った（Table
２ ）。その結果、有意な差が認められ、男性に比べて女性の方が相談を行うという結果が示された（χ ２ =1２.19, p<.01）。
Table １ 　悩みの有無の性差 Table ２ 　相談の有無の性差
男性 女性 合計
悩みあり 116 201 317
悩みなし 13 13 26
合計 129 214 343
男性 女性 合計
相談あり 81 173 254
相談なし 35 28 63
合計 116 201 317
尺度の因子分析
　援助者の応答　相談行動の利益 ・ コスト尺度は、中学生を対象に作成された尺度である。大学生を対象としたことや、
尺度の一部を用いたことから本研究では因子に含まる項目や因子構造を改めて確認する必要があると考えられた。そこ
で、本研究では尺度の因子構造を改めて検討した（主因子法、プロマックス回転）。いずれの因子に対しても負荷量の低
い項目を削除し、分析を繰り返した結果、最終的に11項目による 3 因子が抽出された。第 1 因子は、「相談したら、悩み
の解決法がわかった」「相談したら、良い意見やアドバイスをもらえた」など援助者の肯定的な応答の項目から成り、肯
定的応答と名付けられた。第 ２ 因子は、「相談したが、相手に話を簡単に流された」「相談をしたら、相手に嫌なことを
言われた」など援助者の否定的な応答の項目から成り、否定的応答と名付けられた。最後に第 3 因子は、「相談したら、
気持ちがスッキリした」「相談したら、気持ちが楽になった」という相手に話すこと自体が肯定的な意味を持つ項目から
成り、情動解放と名付けられた。各因子の内的整合性を確認するためにα係数を算出したところ、値の範囲は .71~.81で
あった。
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　援助評価　援助評価尺度も相談行動の利益 ・ コスト尺度と同様、もともと中学生を対象に作成された尺度である。そ
のため、大学生を対象とした本研究では因子に含まれる項目や因子構造が異なる可能性が考えられた。そこで、援助評
価尺度に対しても同様に因子分析を行った（主因子法、プロマックス回転）。いずれの因子にも負荷量の低い項目を削除
し、分析を繰り返した結果、最終的に２1項目 ４ 因子が抽出された。第 1 因子は、「一人で悩まなくてもいいんだと思っ
た」「自分のことを分かってくれる人がいると思った」など他者から支えられていることの知覚という自尊感情への肯定
的影響を示す項目から成り、他者からの支えの知覚と名付けられた。第 ２ 因子は、「ばかにされたと思った」「他の人の
意見にふりまわされた」など他者によって対処の方向性が示されているものの、具体的な対処に困っているという問題
解決に対する否定的影響を示す項目から成り、対処の混乱と名付けられた。第 3 因子は、「自分がほかの人に頼りすぎて
いると思った」「自分が甘えていると思った」という他者に依存するという自尊感情への否定的影響を示す項目から成
り、他者への依存と名付けられた。最後に第 ４ 因子は、「どうすればいいかがはっきりした」「悩んだときには自分はこ
うすればいいというやり方が分かった」という悩みだけでなく問題状況が改善されたという問題解決に対する肯定的影
響を示す項目から成り、問題状況の改善と名付けられた。各下位尺度の内的整合性を確認するため、α係数を算出した
ところ、値の範囲は .70~.8４であった。そのため、大学生の援助評価の構造は中学生と同様であることが確認された。
　自尊感情　自尊感情尺度は一因子構造であることが確認されていることから（山本ら，198２）、主成分分析を行った。
第 8 項目「もっと自分自身を尊敬できるようになりたい」のみ、負荷量が .0４と極端に低い値を示したため、第 8 項目を
除いた 9 項目の回答の合計を自尊感情得点とした。最後に、この 9 項目からなる尺度の内的整合性を検討するため、α
係数を算出したところ、値は .89であった。
各変数間の基本的な関連
　各得点の性差を検討するため、t 検定を行った（Table 3 ）。その結果、情動解放において有意な性差が見られ、女性
の得点が男性に比べて高かった（p<.01）。
Table ３ 　各変数の記述統計と t検定の結果
Mean SD Mean SD
自尊感情 28.32 (7.54) 26.44 (7.65) 1.84 9~45
悩み 3.44 (1.15) 3.40 (1.08) 0.27 1~  5
肯定的応答 17.75 (3.72) 17.92 (3.77) - 0.34 5~25
否定的応答 6.91 (3.02) 6.32 (2.52) 1.53 4~20
情動解放 7.73 (2.05) 8.41 (1.49) - 2.68 ** 2~10
他者からの支えの知覚 15.44 (3.36) 15.76 (2.97) - 0.57 5~20
対処の混乱 5.88 (2.41) 5.41 (1.97) 1.63 4~16
他者への依存 15.26 (4.14) 15.23 (4.15) 0.69 7~28
問題状況の改善 13.44 (2.83) 13.52 (2.83) - 0.20 5~20
援助要請意図 3.69 (0.97) 3.72 (0.98) - 0.24 1~  5
**p＜.01
男性 女性
t値 得点範囲n =81 n =173
　次に、各変数間の相関関係を算出した（Table ４ ）。その際、性別には男性を 0 、女性を 1 とした性別のダミー変数を
用いた。その結果、性別と各変数との関連は t 検定と同様の関連を示した。自尊感情は、肯定的な援助評価の側面との
間に有意な正の相関を、悩みと否定的な援助評価の側面の間に有意な負の相関を示した。悩みは、他者への依存との間
に有意な正の相関を、問題の改善との間に有意な負の相関を示した。また、肯定的応答と情動解放は、肯定的な援助評
価の側面との間に有意な正の相関を、否定的な援助評価の側面との間に有意な負の相関を示した。否定的応答は、否定
的な援助評価の側面との間に有意な負の相関を、肯定的な援助評価の側面との間に有意な正の相関を示した。さらに、
援助要請意図の変化は、肯定的な援助者の応答の側面と肯定的な援助評価の側面との間に有意な正の相関を、否定的な
援助者の応答の側面と否定的な援助評価の側面との間に有意な負の相関を示した。
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Table ４ 　各変数間の相関係数
3 6 10
1 性別 ― -.11 -.02 .02 -.10 .19 ** .04 -.10 -.04 .01 .01
2 自尊感情 ― -.15 * .11 -.12 .09 .18 ** -.18 ** -.39 ** .17 ** .10
3 悩み ― -.02 -.03 .02 -.11 -.04 .14 * -.17 ** .04
4 肯定的応答 ― -.28 ** .53 ** .73 ** -.20 ** -.16 ** .67 ** .44 **
5 否定的応答 ― -.22 ** -.32 ** .64 ** .59 ** -.13 * -.28 **
6 情動解放 ― .54 ** -.20 ** -.21 ** .43 ** .30 **
7 他者からの支えの知覚 ― -.30 ** -.29 ** .85 ** .42 **
8 対処の混乱 ― .71 ** -.13 * -.29 **
9 他者への依存 ― -.13 * -.21 *
10 問題状況の改善 ― .34 **
11 援助要請意図の変化 ―
n =254
*p <.05, **p <.01
性別は男性=0, 女性=1のダミー変数である
1 2 4 5 7 8 9 11
共分散構造分析によるモデルの検討
　援助評価における他者からの支えの知覚と問題状況の改善の間の相関が高く（r=.8５,  p<.01）、また、対処の混乱と他
者への依存の間の相関も高いため（r=.71,  p<.01）、分析を行う際に多重共線性が生じる可能性が懸念された。そこで、
他者からの支えの知覚と問題状況の改善の下位尺度得点を合計して肯定的評価得点とし、対処の混乱と他者への依存の
下位尺度得点を合計して否定的評価得点として以降の分析に用いることとした。
　最後に各要因の影響を検討するために、共分散構造分析によるモデルの検討を行った。モデルでは、まず性別を外生
変数として設定した。続いて自尊感情を、次に悩みを設定した。さらに肯定的反応と否定的応答を設定し、そして肯定
的評価と否定的評価を設定した。最後に従属変数として援助要請意図の変化を設定した。単相関において相関がみられ
たことから、肯定的応答と否定的応答と情動解放の誤差変数の間、肯定的評価と否定的評価の誤差変数の間に相関を設
定した。
　以上のモデルに対して、共分散構造分析を行った。有意でないパスを削除しながら分析を繰り返した結果、最終的に
Figure 1 のようなモデルが得られた。モデルの適合度は、χ２ =33.71（n. s.），df=２２，GFI=.97，AGFI=.9４，RMSEA=.0５
であった。このことから、このモデルは適合したモデルであると考えられる。
.20**
否定的応答
情動解放
R2=.04
自尊感情
肯定的応答
性別
否定的評価
R2=.44
悩み
R2=.02
肯定的評価
R2=.52
R2=.20
援助要請意図
の変化
.21*
.28*
.17**
-.31**
.12*
.57**
.59**
-.15*
-.11**
-.12**
*p <.05, **p <.01
誤差分散は省略した
性別は、男性＝0, 女性＝1のダミー変数である
パスに示された値はすべて標準化パス係数である
Figure １ 　共分散構造分析の結果
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　性別からは、情動解放に対して正のパスが見られた。自尊感情からは、悩み、否定提評価に対して負のパスが見られ
た。悩みからは、否定的評価に対して正の、肯定的評価に対して負のパスが見られた。肯定的応答および、情動解放か
らは、肯定的評価に対して正のパスが見られた。否定的応答からは、否定的評価に対して正の、肯定的評価に対して負
のパスが見られた。肯定的応答および肯定的評価からは、援助要請意図の変化に対して正のパスを見られた。一方で、
否定的応答および否定的評価からは、援助要請意図の変化に対して有意なパスは認められなかった。
考　察
　本研究の目的は、援助要請における援助者の受容と拒絶が援助評価に与える影響、および援助評価がその後の援助要
請意図に与える影響を検討することであった。以下、本研究で得られた結果について、それぞれ考察していく。
　まず、性差については、情動解放において認められた。また、悩みを抱えた際に行われる相談の有無においても認め
られた。本研究の結果から、先行研究と同様に（水野 ・ 石隈，1999）、女性のほうが援助要請を行いやすいことが示唆さ
れた。
　次に、自尊感情については、共分散構造分析の結果、悩みと否定的評価に負の影響を与えていた。また、悩みについ
ては、援助評価に対して有意な関連が示された。つまり、自尊感情が低いほど悩みが深刻になりやすく、否定的評価が
低下しやすいことが明らかになった。これらの結果は、悩みが深刻であればあるほど、援助者が問題を解決させること
が困難になるため、悩みが深刻でないものに比べて、援助評価が否定的になりやすいという先行研究（本田 ・ 新井 ・ 石
隈，２008）と合致するものであった。
　援助者の応答と援助評価の関係については、共分散構造分析の結果、援助者の肯定的応答は肯定的評価と関連を示さ
れた一方で、否定的評価とは関連を示されなかった。また、援助者の否定的応答は否定的評価に正の影響を示し、肯定
的評価に負の影響を示した。つまり、援助者から肯定的応答が得られると肯定的評価を促進し、否定的応答が得られる
と否定的評価を促進し、肯定的評価を抑制することが明らかになった。このように、援助要請に対して提供される援助
者の応答は、援助評価を予測することが明らかになった。
　また、情動解放は肯定的評価に正の影響を与えていた。自己開示がもつ機能の一つに、開示者自身の情動や感情を発
散する効果がある（安藤，1990；榎本，1997）。このような効果は、抱えている情動や感情が強いと予想される否定的な
内容の自己開示において強まることが予想される。そのため、否定的な内容の自己開示である援助要請では、援助を求
めたい相手に対して悩みを開示することが、援助者の応答とは独立して影響していたと考えられる。
　次に、援助評価とその後の援助要請意図の変化との関係については、共分散構造分析の結果、肯定的評価は、その後
の援助要請意図の変化と正の関連が示された。一方で、否定的評価はその後の援助要請意図の変化と関連が示されなかっ
た。援助要請行動における否定的な変数は、実際の援助要請行動を説明しないことが報告されている（永井 ・ 新井，
２007）。そのため、否定的評価もその後の援助要請意図に影響を及ぼさなかったのではないかと考えられる。このことか
ら、否定的評価を抑制するのではなく、肯定的評価を促進させることが重要であると考えられる。
　さらに、援助者の肯定的応答はその後の援助要請意図の変化と関連が示された。つまり、援助者の応答は、援助評価
から間接的にその後の援助要請意図の変化と関連するだけでなく、直接的にその後の援助要請意図の変化と関連してい
ることが明らかになった。
　最後に、本研究で得られた知見を実践に生かす方法について考察する。肯定的応答は、援助評価を通じて間接的にそ
の後の援助要請意図を変化させるだけでなく、直接的にその後の援助要請意図を変化させていた。このことから、肯定
的応答を促進させる取り組みが重要であると考えられる。例えば、グループ活動形式で、実際に肯定的応答を体験する
ことで、肯定的応答の重要性を理解する方法が有効である可能性がある。
今後の課題
　本研究の結果から、援助者の応答が援助評価に影響し、間接的にその後の援助要請意図を変化させるだけでなく、援
助者の応答が直接的にその後の援助要請意図を変化させることを明らかにした点は意義があると言える。最後に、本研
究の課題について ２ 点述べる。第 1 の課題は、援助要請意図の変化の一般化の問題である。本研究では、援助要請意図
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援助要請における援助者の応答が援助評価と援助要請意図に与える影響 
の変化を 1 項目で測定している。そのため、援助要請意図の変化が援助者のみに反映されるのか、それとも援助者を超
えて他者全般に反映されるかまでは明らかにできていない。そのため、今後はその点についても細かく検討すべきであ
る。
　第 ２ の課題は、問題の領域である。本研究ではサンプル数の問題から、援助要請における問題の領域や援助者を特定
せずに分析に用いた。しかしながら、援助要請意図は問題の領域や援助者によっても異なることが指摘されている（本
田ら，２009；木村 ・ 水野，２00４；永井 ・ 新井，２007）。そのため、今後はそれぞれを細かく検討していく必要があると考
えられる。
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